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食べたらほんとうに笑うの？

　10月3日、「自然と親しみ、山の幸を

楽しもう」をテーマにキノコ鑑別講習会

が開かれました。　「このキノコほんとう

に食べられるの」と、真剣に質問してい

ました。採取した、りっぱな「オオワラ
　　　　　　　ほほ　え
イタケ」に思わず微笑みが。毒性があり、

神経系統が刺激され興奮するそうです。



　
九
月
十
五
日
．
（
敬
老
の
日
）

中
里
中
体
育
館
に
お
い
て
お
年

寄
り
の
長
寿
を
祝
い
広
く
敬
愛

し
￥
生
き
が
い
と
健
康
を
高
め

る
機
会
に
し
よ
う
と
．
老
人
福

祉
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
対
象
者
（
七
十
五
歳

以
上
）
は
￥
村
の
人
ロ
の
一
割

に
相
当
す
る
七
百
二
十
名
。
こ

の
う
ち
四
亘
二
十
名
が
元
気
に

出
席
し
て
長
寿
の
喜
び
を
み
ん

な
で
祝
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
村
長
が
．
「
村
は
￥
三
十

五
周
年
に
な
り
ま
す
が
こ
れ
に

は
皆
様
万
が
￥
村
に
、
社
会
に
￥

家
庭
に
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て

も
ら
つ
た
賜
物
で
す
。
こ
の
、

皆
様
の
貴
重
な
経
験
を
村
に
授

け
て
頂
い
て
．
住
ん
で
良
か
つ
た

と
思
う
村
に
す
る
た
め
最
大
の

努
力
を
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ず

っ
と
そ
の
健
康
を
保
っ
て
下
さ

い
し
と
お
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
参
加
者
全
員
に
記
念

ロ
ロ
ロ
が
贈
ら
れ
る
と
と
も
に
＼
七

十
七
歳
の
喜
寿
者
六
十
一
名
、

八
十
歳
の
六
十
「
名
＼
八
十
八

歳
の
米
寿
者
二
十
四
名
．
九
十

五
歳
以
上
の
高
齢
者
八
名
の
そ

れ
ぞ
れ
の
万
々
に
祝
詞
と
記
念

品
が
．
中
里
村
．
新
潟
県
、
郡

老
連
か
ら
送
ら
れ
ま
し
た
。
同

時
に
金
婚
夫
婦
十
六
組
と
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
一
二
組
に
．
祝

詞
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
＼
ま
た

幼
児
か
ら
花
束
も
手
渡
さ
れ
嬉

し
そ
う
に
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
し
て

い
ま
し
た
り

　
そ
の
後
￥
第
二
部
の
祝
宴
に

入
り
、
寿
扇
の
会
．
如
来
寺
水

和
会
、
通
り
山
白
藤
会
、
高
風

吟
詠
会
，
桂
富
士
見
会
￥
堀
之

内
青
葉
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
見
事
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
盛
ん
に
拍
手
を
送
り
な
が
ら

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
お
じ
い
さ
ん
，
お
ば
あ
さ
ん

の
長
寿
を
お
祝
い
し
＼
長
寿
番

付
を
発
表
す
る
と
共
に
￥
当
日

出
席
し
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫

婦
＼
米
寿
者
を
写
真
で
紹
介
し

ま
す
。

ダイヤモンド婚

山田誉一郎・ハル井さん（土倉）

　
　
猷
猷

蔵
イ
萄

喜
げ
羽

　
　
白

口
　
　
（

樋

寿米

お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
㌧

蓮
　　　　寿　　　長壁

●男一●　　　　●
（平成2年9月15日現在）卜女

＿▲
池田トクさん山田キノイさん樋ロ耕作さん
　　（如来寺）　　　　　（通り山）　　　　　（鷹　羽）

氏　名 年齢 集落 順位 氏　名 年齢 集落

富井　スイ 106 市之越 1 樋口　幸平 97 荒屋

広田　ヤス 95 小原 2 鈴木　孝義 95 重地

小山　サエ 95 田沢 3 富井　清作 95 市之越

服部　ワカ 95 田沢 4 上原　貞策 94 上山

徳井　チカ 92 堀之内 5 南雲　喜平 93 本屋敷

鈴木　トワ 91 下山 6 村山　義平 93 田沢

樋ロ　キク 91 荒屋 7 山田甚三郎 93 清田山

太島　ムメ 90 芋沢 8 上原　高一 90 上山

山田　マン 90 土倉 9 山田由太郎 90 東田尻

富井　ハル 90 市之越 10 鈴木　祐知 89 荒屋

羽鳥　ハツ 90 新屋敷 11 根津　正治 89 芋川

小林　マツ 90 土倉 12 保坂　寅治 88 宮中

富井キクイ 90 如来寺 13 樋口　耕作 88 鷹羽

広田　リキ 89 高道山 14 山田虎三郎 88 清田山

南雲　スミ 89 堀之内 15 渡邊　孫正 88 高道山

メ
“

（平成2年3月31日現在）表別

村
一
番
の
長
寿
集
落
は

朴
木
　
沢

　
“
中
里
村
の
長
寿
集
落
は
ど

こ
か
と
”
い
う
こ
と
で
六
十
五

山本ミネさん中島ヤウさん柳　ヤトさん
　　（葎　沢）　　　　　（本屋敷）　　　　　（本屋敷）

順位 集落名
65歳
以上
80歳
以上
長寿者割合

1 朴木沢
　人
17

　人

9
　　％
52．9

2 干　溝 51 18 35．3

3 倉　俣 58 19 32．8

4 本屋敷 51 15 29．4

5 通り山 39 11 28．2

6 高道山 32． 9 28．1

7 上　山 84 23 27．4
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猛
剛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
島
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

側
側
瑚
晒
樽
騨
騨
購

倉
倉
重
清
田
新
本
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
な
　
　
　
　
　
　

サ
栄
ン
郎
ラ
リ
ョ
イ

マ
鰯
ケ
三
ト
ク
タ
ッ

喜
喜
口
蹴
澤
部
雲
献

斎
斎
大
山
瀧
阿
南
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀦
⑳
翻
蜘
劇
測
測
細

米
佳
仙
樋
幅
鷹
篠
勤

切
イ
平
ク
正
工
平
訓

働
外
熊
フ
孫
キ
良
チ

の
橋
澤
口
邊
口
本
島

そ
高
瀧
樋
渡
通
山
大

歳
以
上
の
万
で
八
十
歳
以
上
の

長
寿
者
が
い
る
割
合
を
出
し
て

み
ま
し
た
。
（
別
表
）

　
中
里
村
一
の
長
寿
集
落
は
＼

ダ
ン
ト
ツ
で
朴
木
沢
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
睦
会
会
長

の
山
田
永
信
さ
ん
は
＼
「
私
の
父

も
長
生
き
だ
っ
た
し
＼
昔
か
ら

み
ん
な
が
長
生
き
な
ん
だ
＼
裏

山
の
飲
み
水
が
良
い
せ
い
か
な

？
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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設計者　dcb

代表取締役

　　上原秀晃

“
人
々
に
喜
ば
れ
る
サ
ー
ビ
ス

を
す
る
こ
と
が
、
最
良
の
経
済

行
為
で
あ
る
”

　
こ
れ
は
す
べ
て
に
通
じ
る
原

理
の
一
つ
で
あ
る
と
思
い
ま
鼓
．

最
近
、
世
界
で
麹
き
て
い
る
叢

と
、
ソ
ビ
轟
瀞
爾
辮
場
経
済
燃

の
移
行
．
叢
藤
爾
驚
韮
化
変
革
、

東
西
総
雛
繊
㈱
続
㎜
、
又
国
内

で
の
．
灘
競
穣
旛
舗
法
の
改
韮
．

そ
し
蒸
強
灘
鎌
逡
簿
璽
の
盤
産

地
の
懇
慈
驚
韓
誤
鱗
巻
受
け
轟

こ
と
は
懸
難
難
騰
爾
饗
謙
が

お
米
の
慮
欝
難
闘
題
簿
巻
、
轟

の
原
理
の
視
蕪
懸
鶴
難
愚
鑓
老

が
、
大
事
で
撫
覇
遷
灘
羅
諜
業
．

す
べ
て
の
嚢
　
難
縫
懲
、
．
調
整
期

間
が
必
要
懇
叢
鐵
羅
逡
機
・
欝

う
ま
で
も
あ
懸
議
嚢
講
嚢
．
繰

護
す
る
こ
と
懲
馨
辮
醗
篠
鐵

保
護
す
る
こ
慮
騰
叢
灘
蒲
．
藻

い
時
間
を
か
け
認
．
聯
響
餐
櫛

と
人
々
の
、
自
主
性
．
、
麟
遷
難
．

時
代
の
変
化
に
対
す
る
麟
講
縫

を
殺
す
こ
と
に
、
結
果
灘
馨
懇

な
る
こ
と
は
、
歴
史
が
顯
趨
嚢

に
し
て
い
ま
す
。
い
つ
繋
懸
．

こ
の
自
主
性
、
創
造
性
を
嬢
醗

か
ら
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
糊
・

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

“
自
由
と
は
秩
序
で
あ
る
”

　
そ
れ
は
す
べ
て
に
通
じ
る
哲

学
勧
一
麹
誕
あ
る
と
考
え
ま
す
。

慧
灘
繋
灘
総
響
灘
総
ー
ト
開
発

議
繭
㈱
諜
謙
懇
纒
鐵
難
蕎
に
当

縫
っ
羅
　
難
難
叢
報
誌
鱒
紙
面

懸
灘
欝
轍
馨
糠
羅
霧
灘
霧
シ

辮
灘
灘
譲
．
溝
辮
縫
灘
禦
灘
1

撚
鐵
譲
謙
懸
諜
騰
蒸
縢
織
讐
、

驚
馨
懇
　
鍵
灘
纏
繋
ー
繋
の
意

騰
難
穫
劉
雛
礁
懇
籍
羅
饗

闇
購
懇
叢
叢
難
灘
馨
懇
．
叢
静
欝

欝
漢
嚢
叢
叢
還
嚢
麟
繋
灘
鐵
擁

灘
ぽ
、
隷
難
畿
灘
欝
鞠
諜
繋
．
灘

灘
灘
繋
繍
藝
磯
議
檬
繋
塞
難

檬
懇
灘
薦
灘
懸
灘
獲
義
鍵
難
逡

灘
黙
騰
、
羅
馨
癒
懸
嚢
難
懸
講

霧
謹
灘
驚
巻
癒
灘
嚢
撫
懇
鍵
．
㎜

霧
懸
難
嚢
灘
謹
選
礫
藩
霧
灘
灘
蓬

縷
鑛
懸
　
灘
灘
懸
鑑
鱒
縫
鐡
撚
．

譲
纈
難
灘
灘
瀞
鞭
楼
嚢
縢
灘

羅
雛
闘
醸
縫
灘
講
織
選
懇
髄
叢

羅
懇
　
溝
藻
縫
叢
難
繋
ー
篠
難

難
繕
灘
叢
識
懇
　
醸
叢
嚢
饗
篠

炎
魏
難
雛
難
懇
雛
．
選
雛
灘
脚

緒
鰭
難
叢
蝶
簸
織
欝
曝
繋
繋

書
騨
　
懇
懸
　
雛
慧
懸
諜
謙
に
墨
耀

塑
萎
盃
離
欝
欝
難
懸
鶯
を
あ
げ

叢
し
難
纒
　
繋
簾
て
メ
ガ
リ
ゾ

i
ト
で
は
共
通
点
を
持
っ
て
い

ま
す
。
前
号
発
刊
後
、
メ
ガ
リ

ゾ
ー
ト
の
意
味
に
つ
い
て
説
明

が
ほ
し
い
む
ね
、
耳
に
し
ま
し

た
の
で
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
ス

タ
ー
ト
は
、
メ
ガ
リ
ゾ
ー
ト
に

つ
い
て
、
私
が
感
じ
、
考
え
、
皆

さ
ん
に
聞
い
て
載
き
た
い
こ
と

か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

メ
ガ
リ
ゾ
ー
ト
は
、
全
く
新
し

い
巨
大
な
複
合
開
発

　
「
総
合
保
養
地
域
整
備
法
（
リ

ゾ
ー
ト
法
）
」
の
あ
と
、
日
本
全

国
で
リ
ゾ
ー
ト
ば
や
り
と
な
り
、

小
は
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
な
ん
で

も
リ
ゾ
ー
ト
が
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
メ
ガ
リ
ゾ
ー
ト
は
文
字
通

り
大
規
模
リ
ゾ
ー
ト
を
表
し
て

聯
ま
す
が
、
私
が
特
に
メ
ガ
リ

灘
i
ト
と
し
て
意
味
付
け
る
内

響
は
、
規
模
が
大
き
い
こ
と
は

『
遜
須
条
件
で
す
が
、
単
に
大
規

模
で
あ
る
だ
け
で
は
、
私
の
言

蓼
鐸
ガ
リ
ゾ
ー
ト
に
は
な
り
ま

懸
霧
．
ヌ
ガ
リ
ゾ
ー
ト
事
業
は
、

饗
蓬
叢
馨
い
巨
大
な
複
合
事
業

纒
灘
霧
懸
認
識
す
る
必
要
が
あ

纏
叢
繧
．
メ
ガ
リ
ゾ
ー
ト
は
従

雛
灘
機
龍
別
産
業
分
類
（
第
一

叢
．
鑛
聾
次
、
第
三
次
産
業
）
か

麟
灘
ら
え
る
の
で
は
な
く
、
新

し
い
概
念
に
よ
る
複
合
産
業
で

あ
る
と
い
う
認
識
が
大
事
で
す
。

　
日
本
中
で
、
大
規
模
リ
ゾ
ー

富

井
ス
イ
さ
ん
ご
逝
去

　
　
県
内
最
高
齢
者

　
県
内
最
長
寿
者
の
富
井
ス
イ

さ
ん
（
百
六
歳
・
市
之
越
）
が

十
月
三
日
早
朝
、
老
衰
の
た
め

亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
ス
イ
さ
ん
は
、
明
治
十
七
年

二
月
十
四
日
の
市
之
越
生
ま
れ

で
、
昨
年
の
九
月
か
ら
新
潟
県

内
の
最
高
齢
者
と
な
り
、
二
月

ま
で
は
非
常
に
元
気
で
し
た
。

　
敬
老
の
日
の
前
日
に
は
、
村

長
や
中
魚
沼
社
会
福
祉
事
務
所

長
な
ど
が
「
い
つ
ま
で
も
お
達

者
で
」
と
お
祝
い
し
、
励
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
い

た
ば
か
り
で
す
が
、
そ
の
甲
斐
も

む
な空
し
く
大
往
生
と
な
り
ま
し
た
。

　
百
歳
を
超
し
て
も
笑
顔
を
忘

れ
な
か
っ
た
ス
イ
ば
あ
ち
ゃ
ん
。

近
所
の
人
達
や
市
之
越
集
落
の

す
べ
て
の
人
々
が
、
そ
の
逝
去

を
階
ん
で
い
ま
し
た
。

ト
開
発
が
目
白
押
し
で
す
が
、

ヌ
ガ
リ
ゾ
ー
ト
の
意
味
と
役
割

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
認
識
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
況
で
す
。

そ
の
為
に
従
来
の
機
能
別
施
設

（
ス
キ
ー
場
、
ゴ
ル
フ
場
、
各

種
宿
泊
施
設
、
巨
大
プ
ー
ル
、

テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
各
種
ス
ポ
ー

ッ
施
設
等
々
）
の
集
積
結
果
と

し
て
大
規
模
に
な
っ
て
い
る
に

す
ぎ
ま
せ
ん
。
又
、
文
字
通
り

「
総
合
保
養
地
」
の
枠
内
で
の

開
発
コ
ン
セ
プ
ト
に
止
ま
っ
て

い
ま
す
。
施
設
メ
ニ
ュ
ー
に
よ

っ
て
他
の
開
発
計
画
と
の
差
別

化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

施
設
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
っ
て
は
、

差
別
化
す
る
こ
と
は
出
来
な
い

こ
と
を
は
っ
き
り
と
認
識
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
メ
ガ
リ
ゾ

ー
ト
開
発
は
、
全
く
新
し
い
巨

大
な
複
合
開
発
で
あ
り
、
従
来

の
観
光
開
発
の
範
囲
を
は
る
か

に
超
え
る
開
発
規
模
の
可
能
性

と
拡
が
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
に
向
か
っ
て
、
そ

の
必
然
性
と
社
会
性
を
追
求
す

る
こ
と
か
ら
、
真
の
メ
ガ
リ
ゾ

ー
ト
開
発
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ

の
時
、
清
津
総
合
リ
ゾ
ー
ト
開

発
が
他
の
大
規
模
開
発
か
ら
差

別
化
さ
れ
、
日
本
全
国
の
中
で
、

中
里
村
が
脚
光
を
あ
び
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

平成2年／0月10日広報1唾勃舜♪・
　　　一u一膨　　『■■■『■■■3



■リ

糊

懇

難灘．

空からの温泉探査

に 村 暢
つ ん た

使
わ
め
財

‘こ

入
が
納
平
成
「
む
、平

れ
て
い
る
の
か
内
容
を

議
が
ど
う
変
わ
っ
て
来

り
、
ま
た
ど
の
よ
暢
つ
‘二

め
た
犬
切
な
税
金
や
国

一
兀
年
度
決
算
が
ま
と
ま

、
b
づ
く
り
に
確
か
な
計

の虞
言蔑ll

見 て 使 か り 画
て 覧、 わ 飾

捗 九 を
見 る れ い 月 」

ま の た た 定 ど
し か の だ 例 四
よ
う
o

努
ま
た

か
、
村

い
た
地

議
《
諏
で

十
億
三

救
b
口
叢
嚢

、

の 方 承 モ
将 ム

ロ 交 認 七
来 所 赫 さ 百
の
た
め

を
お
知

税
な
ど

れ
ま
し

万
円
で

膨1ききll…

に ら が た ス
；

ど せ
、 O タ

の
よ
う

し
ま
す
o

ど
の
よ

み
な
さ

墓
ト
し諜

穫

†目一

固定資産税

2億9，035万2干円

　　　（63．／％）

㌶勾フ

さ》
＼＠

踏
税
の

内
説

　
円
鮒

入
罰
姻

会

13，348万／千円（7．3％）

地万交付税
／5億9／4万9干・円

　　　（4／．0％）

　　　か
　　　傭∂奪
　　懸撫
鱒卵繍撫

・／億7，8／0万円（4．8％）

836万6干円（3．0％）

一8，380万り千円（2．3％）

2億／，02／万3二F円（5．7％）

村
の
借
金

　　擁　灘欝

7万円

　　郵政省
　　（59．5％）

／2億5，280万／干円

その他
（／／．5％）

2億4，28

林道・農地整備

　（／5．2％）

3億／，928万6干円

学校体育施設建築
　　（34．2％）

7億／，976万3干円

総額21億598万3千円

　
　
円

　
　
千

省
鮒
励

蔵
　
。
6
36

　
　
ご
　

大
G
3

　
　
億

　
　
8

その他

　村道整備
　（39．／％）

8億2，406万4千円

纏麟購難

　　　　　　繭　　　　　㊥　　　8　　雛灘壌

／，981万3干円（0．9％）

．
魏

囑耳

　
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引

い
た
歳
入
歳
出
差
引
余
剰
金
は
、
六
千

八
百
十
万
八
千
円
で
前
年
対
比
十
八
・
七

新
の
減
と
な
り
、
単
年
度
収
支
に
お
い

て
一
千
万
円
の
赤
字
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
こ
の
単
年
度
収
支
に
財
政
調
整

基
金
積
立
金
を
加
え
た
実
質
単
年
度
収

支
は
、
五
千
五
百
万
円
の
黒
字
と
な
り
、

前
年
度
対
比
四
二
・
六
警
の
増
と
な
り

ま
す
。
ま
た
特
別
会
計
で
も
そ
れ
ぞ
れ

黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
で
高
い
伸
び

　
一
般
会
計
の
主
な
歳
出
は
、
地
方
交

付
税
で
前
年
対
比
一
二
・
一
新
の
増
加

で
、
額
に
お
い
て
最
も
増
額
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
や

財
源
対
策
債
基
金
費
の
財
源
需
要
が
交

付
税
措
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
み
な
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た

村
税
は
、
固
定
資
産
税
（
償
却
資
産
）

の
一
九
寳
伸
び
で
（
七
千
三
百
三
十
三

万
四
千
円
）
村
民
一
人
当
た
り
六
万
七

千
七
百
八
十
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
反
面
、
国
庫
支
出
金
や
地
方
債
に
つ

い
て
は
、
義
務
教
育
施
設
整
備
事
業
の

減
少
に
よ
り
五
二
警
、
三
一
・
九
新
と

そ
れ
ぞ
れ
減
に
な
り
ま
し
た
が
、
支
出

金
に
つ
い
て
は
農
業
構
造
改
善
事
業
を

始
め
と
す
る
農
業
関
係
事
業
の
増
加
や

選
挙
費
用
の
増
加
に
よ
り
三
五
・
四
新

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
性
質
別
歳
入
の
状
況
は
、
自
主
財
源

比
率
（
村
税
な
ど
で
村
が
独
自
で
ま
か

4



般

語
　
辮

総　務　賛
／／億2，387万／千円

　　　　（3／．／％）

　　36億

1，352万

　6千円

農林水産業賛

6億2，022万9干円

　　　　（／7．2％）

円
　
　
　
珍

肝
　
評
脅

蕩
－
拳
典
砂

木
翼
後
騰

　
億
網
　
鱒

士
5

単位：千円

　●除雪タイヤドーザ購入・……18，231

　●気象観測器設置・………・…一7，462

◎教育費
　●田沢地区体育館改修…・……21，518

◎民生費
　●恵福園短期保養………………3，438

　●シルバー人材センター………2，407

◎衛生費
　●各種検診委託……一………14，028

　●津南衛生施設組合負担金…・50，995

◎商工費
　●商店、コミュニティー施設配置調査・・2，788

　●清津峡安全施設測量……・…・・2，200

　　　　／億9，965万5千円（5．5％）

基金　　　2億9・／54万4千円（8・0％）

村
の
財
産

P
お
も な使の道

◎総務費
　●ふるさと創生基金…………313，400

　●教育施設整備基金…………120，000

　●土地開発基金………………・50，000

　●ふるさと創生夢の実現・……10，644

　●　　〃　温泉探査・…………19，500

◎農林水産業費

　●団体営ほ場整備（田代）……・95，732

　●新農構　　〃　（如来寺）・…40，300

　●　〃　花卉集出荷貯蔵施設44，154

　●基幹作業道外通越線開設……12，669

　●　　〃　有倉線開設・………10，403

　●林道小出田代線舗装……・…18，798

◎土木費
　●村道改良工事（市之越山手線、山崎

　　桂線、東田尻中央線外）…・176，137

　●村道舗装工事（上記の路線の外）61，237

　ヲに変った田代地区ほ場

　　38．283m2

　　美田

会計別 歳　　入 歳　　出 差引収支

国保（事業） 51意6，337万4千円 51意1，624万5千円 4，712万9千円

国保（施設〉 9，075万1千円 8，111万1千円 鰯万円

簡易水道 9，267万8千円 7，725万1千円 1，蹴万7千円

老人保健 4億6，552万5千円 4億5，856万7千円 695万8千円

物建

窪2，鯉m2

00．乙00”1

建設基金 3億7，960万円

ふるさと創生墓金 3億3，340万円
6，56蟹

塗塁村財政調整基金 2億8，430万1千円

／，907m2

／，89／㎡

／，794m2

環境整備塞金 2億5，000万円

教育施設整備基金 2億4，550万円

克雪住宅促進基金 1億円

擁3，478m2
そ　の　他 3億1，814万5万円

計 19億1，094万6千円

山　林：小学校
　　ロ小学校1中学校
　　：
中学校：保育所
　　：グランド1体育館
　　：
運動公園1役　　場

　　：
その他：その他

地土105．7ha

　　　　87．8籍a

5．Oh∂

4．4h∂

／．5ha

／．Oha

6．Oh∂

　　　　　　翻　　　　　講　　　　類　　　，灘　　繋　馨5　　　　　　　　　　　　　　　　　甕　　　　　　　　　　　　　　　　欝　　　　　　　　　　　　　　雛　　　　　　　　　　　　齢　　　　　　　　　　　涯　　　　　　　　　　難　　　　　　　　難　　　　　　　懲　　　　　　鱒　　　　馨　　　講　瀦灘

な
え
る
財
源
割
合
）
三
九
・
一
新
で
昭

和
六
十
三
年
度
の
三
二
・
六
新
、
昭
和

六
十
二
年
度
の
二
五
・
六
新
と
比
較
す

る
と
年
々
好
転
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
実
際
に
は
鉄
塔
建
設
工
事

補
償
な
ど
の
臨
時
的
収
入
が
含
ま
れ
て

の
結
果
で
こ
れ
ら
の
収
入
を
除
く
と
三

〇
新
を
割
り
込
む
状
況
と
な
り
、
依
然

と
し
て
七
〇
新
を
越
え
る
依
存
財
源
に

頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
厳
し
い
状
況
下
に

あ
り
ま
す
。

将
来
に
備
え
て
各
種
基
金
を
充
察

　
次
に
歳
出
を
見
て
み
ま
す
と
、
前
年

度
よ
り
四
億
七
千
六
百
十
九
万
一
千
円

（
十
五
・
一
新
）
多
い
三
十
六
億
一
千

三
百
五
十
二
万
六
千
円
の
お
金
が
使
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
総
務
費
の
中
で

ふ
る
さ
と
創
生
基
金
や
、
教
育
施
設
整

備
基
金
を
始
め
と
し
て
今
後
の
行
政
需

要
に
応
え
る
た
め
各
種
目
的
基
金
を
積

極
的
に
行
っ
た
た
め
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
農
林
水
産
業
に
つ
い
て

は
、
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
廃
止
に

伴
う
職
員
給
与
関
係
経
費
の
一
般
会
計

へ
の
計
上
に
よ
る
も
の
と
、
農
業
構
造

改
善
事
業
費
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
又
、
土
木
費
に
お
き
ま
し
て
は
、
東

京
電
力
送
電
線
鉄
塔
建
設
に
伴
う
道
路

改
良
事
業
の
増
加
に
よ
っ
て
大
き
く
伸

び
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
教
育
費
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
整
備
が
終
了
し
た
た

め
四
十
六
警
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
村
民
一
人
当
た
り
に
使
わ
れ

た
お
金
は
前
年
度
よ
り
六
万
八
千
百
四

十
円
多
い
五
十
三
万
二
千
百
五
円
と
な

り
ま
し
た
。
、

平成2年／0目／0日広報1屡勲費♪・
　　　■『圏『8■7『　r■■■r■■■5



ヨ＿飽バ農業視察
　　　　　　農政課課長補佐村山詔平①
　昭和62年度から8箇年を目標に村が実施している新農

業構造改善事業の一環として8月28日～9月13日にかけ

て￥ヨーロッバ農村振興対策事情調査団に中里村から参

カロした村山のレポートーを2回にわたり紹介しまする

　
最
初
に
訪
問
し
た
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
で
は
、
東
欧
の
民
主
化
、

国
内
機
構
の
変
化
と
、
在
ハ
ン

ガ
リ
ー
日
本
大
使
館
渡
辺
伸
公

使
、
及
び
ハ
ン
ガ
リ
i
農
業
省

ジ
ョ
ル
ジ
ー
ラ
ス
コ
民
営
事
業
開

発
局
長
の
話
し
が
あ
っ
た
。

　
以
下
概
要

」

礁費』2シヤワ

・リな，、ンー．漏鮎蕎3募琴
　　　　　　チューリッヒ　　　　　輔』　　　　　ブタベスト

ー緋製旗
　　　　　　　σ◎。一マ

雛獺灘一灘鎌雛灘麟鎌一鑛灘難鐵懲雛黙響難鎌i懸灘灘灘難蟹

　　　　　鐵i難i灘灘灘雛灘灘

灘
．
灘
醐
韓

ヨーロッパ諸国の農村振興対策事情調査団

東
欧
の
民
主
化

・
共
産
主
義
体
制
の
決
別

一
、
国
民
の
意
識
向
上
か
ら
複

　
数
政
党
へ
。

二
、
計
画
経
済
の
破
綻
か
ら
市

　
場
経
済
原
理
の
導
入
。

・
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
改
革

一
、
東
欧
の
先
駆
者
で
あ
り
、

　
今
後
も
続
く
で
あ
ろ
う
。

　
今
回
の
改
革
は
、
政
治
と
経

済
の
両
方
で
あ
っ
た
。

　
昨
年
十
月
大
会
が
開
か
れ
、

複
数
政
党
の
育
成
、
市
場
性
経

済
の
導
入
な
ど
新
し
い
綱
領
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
六
十
の
政
党
が
生
れ
た
。
二

月
に
選
挙
が
行
わ
れ
、
国
会
を

開
催
。
以
前
の
共
産
党
は
、
ハ

ン
ガ
リ
i
社
会
党
と
な
り
十
籍

の
議
席
で
第
四
位
に
な
っ
た
。

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
民
主
党
が
四
十

暫
を
占
め
、
ハ
ン
ガ
リ
i
独
立

地
主
党
と
連
立
内
閣
が
発
足
し

た
。
（
改
革
後
は
、
レ
ー
ニ
ン
・

ス
タ
ー
リ
ン
の
像
の
撤
去
、
街

や
建
物
か
ら
赤
い
星
の
印
が
な

く
な
っ
た
）

二
、
経
済
改
革
の
課
題
は
、
多

　
額
の
借
金
と
多
く
の
失
業
者

　
に
あ
る
。

　
国
営
企
業
の
民
営
・
私
営
化

へ
転
換
。
た
だ
参
加
す
る
資
金

の
あ
る
企
業
や
企
業
家
が
い
な

い
た
め
、
外
国
企
業
の
導
入
を

図
っ
て
い
る
。
　
（
ス
ズ
キ
自
動

車
の
進
出
な
ど
）

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
農
業
改
革

　
土
地
の
私
有
地
化
と
経
済
の

民
主
化
を
推
進
し
て
い
る
。

・
土
地
の
私
有
地
化

　
四
十
年
前
ハ
ン
ガ
リ
ー
農
民

か
ら
土
地
を
取
り
上
げ
た
。
農

民
が
受
け
た
被
害
は
大
き
く
、

今
そ
れ
が
障
害
と
な
っ
て
い
る
。

　
ハ
ン
ガ
リ
ー
独
立
地
主
党
は
、

そ
の
と
き
の
地
主
に
土
地
を
返

せ
と
主
張
し
て
い
る
。

　
政
府
は
何
ら
か
の
方
法
で
補

償
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
経
営
規
模
に
合
せ
た
、
機
械

が
配
置
し
て
あ
る
た
め
、
細
分

化
す
る
こ
と
は
、
競
争
力
の
低

下
に
つ
な
が
る
。

・
今
後
の
耕
地
利
用
区
分

国
営
の
も
の
　
　
　
　
十
三
警

協
同
組
合
の
も
の
　
七
十
五
新

個
人
所
有
の
も
の
　
　
十
二
新

　
十
二
響
の
私
有
地
で
、
農
業

生
産
額
全
体
の
三
分
の
一
を
占

め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
政

治
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
離
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　
私
有
地
化
を
進
め
る
原
則
は
、

効
率
化
、
利
益
性
を
中
心
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
私
有
地
化
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
そ
の
土
地
を
持
ち
合
っ
て
、

協
同
で
農
業
を
や
る
か
、
農
業

を
し
な
い
場
合
は
、
協
同
組
合

に
土
地
を
売
っ
て
、
他
の
企
業

へ
移
る
か
は
、
個
人
で
判
断
し

て
も
ら
う
。
　
（
個
人
所
有
の
機

械
は
無
く
、
国
営
・
協
同
組
合

所
有
の
機
械
し
か
な
い
）

・
経
営
の
民
営
化

　
今
ま
で
の
協
同
組
合
は
、
地

域
や
組
合
同
志
の
結
び
つ
き
が

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
で
生
産
の
み
、

販
売
の
み
だ
っ
た
。
又
、
協
同

組
合
の
製
品
は
質
が
悪
く
、
価

格
も
高
い
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
計
画
経
済

で
達
成
し
た
高
い
水
準
面
を
そ

の
ま
ま
、
市
場
経
済
に
移
行
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
改
善
を
図
り

た
い
。
ま
た
、
私
的
所
有
権
に

よ
る
、
協
同
組
合
は
、
生
産
・

販
売
加
工
・
小
売
が
出
来
る
組

織
に
し
た
い
。

　
農
産
物
は
、
牛
肉
・
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
・
小
麦
を
除
い
て
自
由

価
格
に
す
る
。

講演するハンガリー農業省ジョルジー民営事業開発局長

　
土
地
の
土
壌
が
悪
い
地
域
に

交
付
し
て
い
た
補
助
金
を
カ
ッ

ト
す
る
こ
と
で
、
協
同
組
合
の

三
〇
～
四
〇
新
が
解
体
と
な
り
、

過
剰
生
産
の
解
決
は
で
き
る
が
、

農
村
に
十
万
人
単
位
の
失
業
者

が
発
生
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

　
三
～
四
年
以
内
に
E
C
加
盟

を
目
指
し
、
E
C
の
農
業
基
準

に
合
せ
た
政
策
づ
く
り
を
し
て

い
る
。

　
工
業
・
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
融

資
す
る
銀
行
し
か
な
い
の
で
将

来
、
農
業
分
野
に
も
融
資
す
る

銀
行
の
設
立
を
考
え
て
い
る
。

　
ハ
ン
ガ
リ
i
農
業
に
近
代
的

農
業
資
本
主
義
を
導
入
し
た
い
。

　
（
日
本
の
農
地
解
放
、
農
業

基
本
法
、
国
土
利
用
法
の
制
定

過
程
の
よ
う
だ
っ
た
）
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成績一覧表
業
　
隼

勇
女
騨

　　　　順縫

種匿

難　　位 盤　　盤 ＄　　位

髭　名 諾録 撚 薦　名 記録 絞名 磯　麟 記録 撚

第
　
5
　
学
　
年

男
　
華

欝②磁楚 斉藤由紀 14”6 田 井ノ川直之 15”8 田 石沢潤平 15”8 田

＄¢鯉騨謹ル 斉藤由紀 働14”1 田 井ノ川直之 16”3 田 富井由幸 16”5 田

歪，籔⑳G顯遷 石沢潤平 5’42”6 田 南雲俊宏 5声43”0 貝 阿部正樹 5／50”1 田

縫り幅跳び』 斉藤由紀 3m98 田 滝沢　徹 3m31 清 富井利行 3m30 高

逢η高跳び 富井和哉 1m13 田 石沢潤平 1m13 田 山本　寛 1m10 清

女
　
子

100搬走 熊倉恭子 16”2 倉 中島奈津美 16”6 貝 井ノ川洋子 16”6 田

80醗ハードル 柳　芳子 16”8 貝 広田和美 17”0 田 鈴木明子 17”4 倉

鐙o鋤走 熊倉恭子 2’58”5 倉 鈴木幸子 3’02”9 清 中島奈津美 3’03”2 貝

走り編跳び 広田和美 3m20 田 鈴木里恵 2m96 倉 鈴木明子 2m94 倉

走り高跳ぴ 熊倉恭子 1m16 倉 根津みおり 1mO7 倉 柳　芳子 1mO4 貝

第
　
β
　
学
　
年

男
　
子

1◎0搬髭 山本法寿 13”9 清 吉楽健太 14”8 貝 樋口雅史 15”0 田

80搬ノ￥一獄ル 山本法寿 ㊥13”7 清 村山　等 14”3 田 小林知道 14”3 田

1，500無鑓 斉藤　剛 5’31”8 田 富井　誠 5〆35”7 高 樋ロー一穂 5’37”0 田

逡燈幅跳び 太嶋宏至 4m18 高 林　卓真 3m77 田 村山　等 3m67 田

髭9高跳び 山本法寿 ㊨1m38 清 吉楽健太 1m31 貝 小林知道 1m25 田

女
　
子

100搬謎 広田量子 15”4 田 桑原和美 15”8 倉 桑原真美 16”O 倉

欝o搬ノ・一ドル 志田勝江 15”5 清 桑原真美 15”8 倉 広田量子 16”1 田

800搬進 石沢久美子 2’45”4 田 石沢恵美子 2’45”4 田 山本美和 2’59”0 清

走り幅跳び 広田量子 3m53 田 山本美和 3m35 清 桑原和美 3m25 倉

走り高跳び 桑原真美 1m10 倉 志田勝江 1m10 清 小山明子 1mO7 田

　
秋
晴
れ
の
九
月
二
十
八
日
、

田
沢
小
グ
ラ
ン
ド
で
村
内
小
学

校
親
善
陸
上
大
会
が
開
か
れ
、

各
校
五
・
六
年
生
が
他
校
に
負

け
ず
と
歯
を
食
い
し
ば
り
記
録

に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

俣清沢

倉　田蒸
　　　　　甲…。
盤
簸
．

　
　
　
　
動
9臨

虻

講轟盤
・蝋綱糠
　　蓼

　璽

リレーの部
　　順位
種園

1　位 2　位 3　位 4　位 5　位
校幾 記録 校麟 認録 校堵 記録 校名 記録 校名 記録

男
華 400mリ膨一 田沢

1〆OO”7 清津峡 rO3”9 高道山 1’05”2 貝野 1’08”1 倉俣 r10”7

女
畢
穫0⑧鐙糠擬一 田沢 rO3”5 倉俣 1’04”6 清津峡 1’06”9 貝野 r11”3 高道山 1’15”4

　　　　　　　　欝
　　　　蝋鰍灘灘轍　　　 一雛辮1鑑臓鍵鞭　罵
　　　　醐購鎌灘群．翼撒　一講鞘鍵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぬ　

難一羅灘欝馨繋灘轟琵謹醸
　　　＿れからが勝負だ！

バ
タ
フ
ラ
イ
5
0
層

一・7’
・へ

へ

二
位
樋
口
智
美

三
位
南
雲
千
佳

二
位
鈴
木
美
香

五
位
富
井
涼
子

三
位
鈴
木
し
の
ぶ

四
位
山
田
美
由
樹

五
位
南
雲
紀
和
子

臼
8
、

　
九
月
六
日
、
十
日
町
市
中
魚

沼
郡
中
学
校
新
人
水
泳
大
会
が

十
日
町
中
学
校
プ
ー
ル
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
中
里
中
学
校
は
、
水
泳
部
が

な
い
た
め
、
夏
休
み
に
特
設
水

泳
部
を
つ
く
り
短
距
離
に
し
ぼ

っ
て
練
習
し
た
結
果
良
く
健
闘

し
、
次
の
成
績
を
上
げ
ま
し
た
。

〈
男
子
〉

　
（
種
目
）
　
（
順
位
）
　
（
氏
名
）

自
由
形
5
0
㌶
六
位
斉
喜
真
琴

平
泳
50
㌶
　
　
一
位
服
部
　
到

背
泳
5
0
材
　
一
位
吉
楽
庄
治

　
　
　
　
　
二
位
服
部
到

　
　
　
　
　
四
位
上
原
一
洋

バ
タ
フ
ラ
イ
5
0
㌶
一
位
斉
喜
真
琴

　
　
　
　
　
三
位
鈴
木
均

〈
女
子
〉

自
由
形
5
0
耕
二
位
樋
口
智
美

平
泳
5
0
材
　
　
三
位
南
雲
千
佳

背
泳
5
0
材
　
二
位
鈴
木
美
香

　好新
　　　人
　成水
中績泳
里

中杢
　　　ぞ

剣道昇段審査会
　　　　合格者名簿

　　（8／26　小千谷市総合体育館）

＜初段＞

藤ノ木理絵（中2荒屋）（剣道スポーツ少年団）

南雲千佳（中2上山）（剣道スポーツ少年団）

柳　妙子（中2干溝）（剣道スポーツ少年団）

樋口美和（中2干溝）（剣道スポーツ少年団）

柳　和子（中2田沢）（剣道スポーツ少年団）

大口光彦（中2桂）（剣道スポーツ少年団）

佐藤文夫（上山）（剣道スポーツ少年団後援会）

　関　敏栄（上山×剣道スポーツ少年団後援会）

＜二段＞

　恩田　亘（山崎）（剣道スポーツ少年団OB）

柳　　貴行（田沢）（剣道スポーツ少年団OB）

　　（8／20　寺泊町体育館）

＜五段＞

　服部猛司（桂）（中里村剣友会）

教育委員だった樋□初男氏の後任に保坂秀一氏が．／0月1日

付けで就任しました。また￥翌日教育委員会が開催され．委員

長に藤田宇一氏が選任されました。

保坂秀一氏
（芋沢・48歳）

非力を顧みず委轟を引き受

けることになりました。社会

体鳶施設の充実に、諌た、学

校教奮のレベルアッブに叡り

組んで行きたいと思い獣す。

蒋に、リゾート等での観光ス

ボーツ施設を村民だれでもが

藤田宇一氏
（宮中・68歳）

　この慶、委員長に任命され

ました。教奮行政は、学校教

蕎、社会教育．生涯教奮等広

い分野に至りますが微力でご

ざいますので、教育関係の皆

さんは勿論ですが、村民の皆

様の一屡のご指導とご協力を

利爾できるようカを注ぎたい。　お願い串し上げます。

教
育
委
－

貝
長
に
藤
田
宇
一
氏
就
任

保
坂
秀
一
氏
が
教
育
委
員
に

7 広報躍”宣と： 平成2年／0月／0臼
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爾
脇
葭
・

墨
、

難i繍騨
韮

灘雛　　翼’～　　繋　難　　　㌔難雛

⑯

清津峡小学校6年

桑原教子さん

　この絵は．たるばやしの最後で

「やあ」とかけ声をかけて，ポース

をきめているところをかいたもの

です。はっぴに．しわやかげをつ

けるところが，一番苦労しました。

鶏鷺掻2，書』，⑯

　ぽく、くるまが大好きなんだ。

くるまの絵本やミニカーいっぱい

もってるよ。お父さんのくるまに

乗せてもらったりもしているよ。

食べ物はカレーライスとケーキが

大好物なんだ。お父さんは，明る

くて．元気のよい子供に育ってほ

しいんだつて。

一
枚
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
に
お
礼
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
の
交
通
安
全
運
動
（
田
沢
小
）

　
「
秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
」
二
日
目

の
二
十
二
日
、
田
沢
小
二
年
生
四
十
八
人
、

は
、
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
と
書
い

た
手
紙
と
、
手
造
り
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

ド
ラ
イ
バ
ー
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
安
全
運

転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
年

　
　
　
　
　
　
　
謬
．
欝
．
翻

安全運転を願って手紙を手渡す田沢小親子

の
四
月
に
一
枚
の
学
童
か
ら
の
ハ
ガ
キ
に

よ
り
二
十
六
年
間
安
全
運
転
を
続
け
て
き

た
石
沢
義
雄
さ
ん
（
田
中
）
の
例
を
ヒ
ン

ト
に
二
年
生
学
年
行
事
と
し
て
校
門
前
の

国
道
二
七
号
線
で
配
布
し
た
も
の
で
し

た
。
九
月
二
十
四
日
に
は
、
早
速
そ
の
礼

状
が
二
年
二
組
の
村
山
裕
輔
君
（
東
田
沢
）

に
、
新
津
市
の
関
谷
隆
さ
ん
か
ら
届
き
ま

し
た
。

　
交
通
安
全
の
訴
え
に
対
す
る
礼
状
を
紹

介
し
ま
す
。

　
「
今
の
世
の
中
、
交
通
事
故
が
絶
え
ず
、

毎
日
ど
こ
か
で
悲
し
い
事
故
が
起
き
て
い

ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
君
た
ち
の
よ
う
な

小
さ
な
命
を
奪
う
事
故
も
あ
り
ま
す
。
し

か
も
そ
の
事
故
の
す
べ
て
は
私
ど
も
ド
ラ

イ
バ
ー
が
安
全
運
転
に
努
め
れ
ば
起
き
な

い
事
故
ば
か
り
で
す
。
私
は
毎
日
、
車
で

仕
事
を
す
る
セ
ー
ル
ス
マ
ン
で
す
。
も
ち

ろ
ん
安
全
運
転
に
心
が
け
て
い
ま
す
が
、

時
に
は
気
の
ゆ
る
み
や
、
注
意
不
足
も
あ

り
ま
す
。
で
も
、
今
日
君
か
ら
も
ら
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
車
に
貼
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し

た
り
、
眠
く
な
っ
た
ら
こ
の
絵
を
見
て
、

止
ま
っ
て
休
む
な
り
、
気
を
静
め
た
り
し

ま
す
。
こ
の
世
の
中
か
ら
本
当
に
交
通
事

故
が
な
く
な
る
よ
う
私
は
安
全
運
転
を
し

ま
す
。
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
」
と
、

い
う
内
容
で
し
た
。

　
交
通
安
全
対
策
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
事
故
件
数
は

と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
り
ま
せ
ん
。
も
う

一
度
、
交
通
安
全
に
つ
い
て
家
庭
で
、
運

転
者
と
し
て
、
歩
行
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

に
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

桔
梗
原
稲
荷
神
社

　
　
　
　
　
　
　
　
改
築
完
成

　
桔
梗
原
の
田
開
稲
荷
神
社
が
改
築
さ
れ
、

二
十
二
日
に
は
御
遷
宮
祭
と
大
花
火
大
会
、

二
十
三
日
に
は
竣
工
報
告
祭
に
続
い
て
、

竣
工
式
典
が
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
か
ら
二
百
五
十
年

前
に
五
穀
豊
穣
、
無
病
息
災
を
祈
っ
て
建

立
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
老
朽
化
が
著
し

わたしの

ふ
　
・
さ
．
，

　
　
’
る
齢
　
と

　
　
灘
韓
鰹

　
　
　
　
　
舞
Q
U

清田山

山田恵子さん

東
京
都
八
王
子
市

　
今
日
、
私
は
織
物
を
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
と
い
う
の
は
私
の

育
っ
た
町
は
昔
か
ら
織
物
の
町

で
し
た
。
そ
の
工
場
敷
地
は
現

在
で
は
、
ア
パ
ー
ト
や
貸
家
に

変
わ
り
さ
び
し
く
思
い
ま
す
。

　
国
道
2
0
号
線
と
1
6
号
線
の
交

差
し
た
町
で
、
2
0
号
線
や
バ
イ

。

バ
ス
ー
6
号
線
も
高
架
バ
イ
パ
ス

橋
本
ま
で
市
内
を
通
ら
ず
行
け

ま
す
。
そ
し
て
、
中
央
高
速
イ
ン

タ
ー
も
あ
り
ま
す
。
私
は
、
そ

の
近
間
で
育
ち
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
大
学
が
何
校
も
で

き
て
、
今
後
期
待
の
も
て
る
町

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
の
町
の
観
光
を
紹
介
し
ま

す
。
自
然
の
中
か
ら
流
れ
出
す

秋
川
、
そ
こ
に
は
サ
マ
ー
ラ
ン

ド
が
あ
り
、
波
の
出
る
プ
ー
ル

は
、
冬
に
な
る
と
温
水
プ
ー
ル

に
変
わ
り
ま
す
。
高
尾
山
鵬
m
、

そ
こ
に
は
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
や
ロ

ー
プ
ウ
ェ
ー
が
あ
り
ま
す
。
多

摩
動
物
園
「
多
摩
テ
ッ
ク
」
と

行
楽
場
も
あ
り
広
い
町
で
す
。

　
自
然
と
き
れ
い
な
空
気
の
中

で
の
生
活
、
も
う
1
5
年
た
ち
ま

し
た
。
　
　
県

　
　
城

県
　
　
茨

木栃
群馬県

埼玉県

薄難。
神奈川県ぜ　■



い
た
め
関
係
す
る
七
集
落
（
高
道
山
、
桔

梗
原
、
通
り
山
、
荒
屋
、
干
溝
、
田
中
、

小
原
）
の
奉
賛
に
よ
っ
て
全
面
改
築
と
な

っ
た
も
の
で
す
。
棟
梁
は
宮
大
工
の
樋
口

武
さ
ん
（
干
溝
）
が
担
当
し
、
総
工
事
費

は
二
千
万
円
で
し
た
。

　
あ
た
り
が
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
た
中
で

行
わ
れ
た
御
遷
宮
祭
で
は
、
神
主
を
神
社

裏
の
仮
置
き
場
か
ら
広
域
農
道
を
通
り
桔

　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
う
ち
ん

梗
原
集
落
に
か
け
て
、
提
灯
、
た
い
ま
つ

を
先
頭
に
回
り
、
最
後
に
厳
粛
の
な
か
新

神
殿
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
八
時
か
ら
は
改
築
落
成
記
念

の
大
花
火
を
打
ち
上
げ
、
地
域
み
ん
な
で

お
祝
い
し
ま
し
た
。

貝
野
小
・
田
沢
小

　
　
　
　
共
に
優
良
賞

九
月
十
五
日
ω
、
長
岡
市
立
劇
場
で
行

わ
れ
た
B
S
N
子
供
音
楽
会
に
貝
野
小
、

田
沢
小
が
参
加
し
ま
し
た
。
両
校
と
も
日

ご
ろ
の
練
習
成
果
を
十
分
発
揮
し
、
そ
れ

ぞ
れ
「
優
良
賞
」
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
演
奏
曲
目
は
、
小
・
中
学
校
合
奏
第
一

部
「
リ
コ
ー
ダ
ー
」
の
種
目
で
貝
野
小
二
十

四
名
が
、
「
リ
コ
ー
ダ
ー
の
た
め
の
組
曲
よ

り
1
1
・
W
」
を
、
ま
た
、
田
沢
小
四
十
四
名

は
、
第
二
部
器
楽
合
奏
で
組
曲
「
ド
ラ
ゴ

ン
ク
エ
ス
ト
」
を
堂
々
披
露
し
ま
し
た
。

　
永
井
先
生
（
貝
野
小
）
は
、
「
大
曲
を
ま

と
め
る
の
に
」
、
風
巻
先
生
（
田
沢
小
）

は
、
「
局
想
を
つ
け
る
の
に
」
大
変
苦
労
し

た
そ
う
で
す
。

審
査
結
果
の
評
価
で
は
、
全
体
と
し
て

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
や
演
奏
技
術
で
は
大
変
良

い
が
音
楽
を
相
手
に
伝
え
る
心
が
も
う
少

し
欲
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

Do　you　have～？Yes　l　do…楽しい英語授業

1）o乃％ヱ）oπozo
マーかレツト・マツカーシーです。

　オースドラリアから中里中学校へ英語指導助手としてマッカーシ

ー・マーガレットさんがやってきました。

　笛週水曜臼に中里中を訪悶し、英語教員と一緒になって授業を進

め英語教育の充実と国際理解教育を伸ばそうと、来年の7月まで指

導に当たることになっています。

　マッカーシー先生は、中塁中ではまだ2回目ということでやや緊

張ぎみに次のように話してくれました。

　「中里中は．建物がとてもビューティフルで驚きました。職翼は、

大変親切ですし、生徒は、意欲的に学習しているので私も一緒にな

って勉強したい。これからは、どんどん質問が出るような内容とし

たい。週り圃隈りですが、いつでもどこでも気軽に犠英語舐で話し

かけてきて下さい」

　また、恥ずかしそうに授業を授けていた弓年2組の生徒は、「発音

が全然違うので慣れないせいか戸惑うところもあるが本物の英語を

聞いて勉強になります∫これからの英語の時間が楽しみになった、

だから英語の勉強に頑張りたい」と、生徒の反響は大きく英語力の

レベルアップに、国際社会への関心に大きな効粟が期待されていま
す。

きっかけは……り友人から紹介されたのが始まり

　　　　　です。ワ小松屋に勤めているときに、

　　　　　集金に来ていたりしていたので良く見

　　　　　かけていました。

第一印象は……りちょうどつきあっている人もい

　　　　　なくて、いいなあと思った。ワこの村

　　　　　にこんな若い人がいたんだろうか、ど

　　　　　この人かと思いました。

交際中は……りよく飲みにいったし、休みの日に

　　　　　はドライブによく出かけました。

お互いへの要望……りやせてほしい。

　　　　　ワ自分で朝、起きてほしい。

子育てのモットー……り思いやりのある子供に育

　　　　　てたい。ワ元気でおおらかに育ってほ

　　　　　しい。

村への要望……り住民一人一人に村っぽさがなく

　　　　　なってきているので、もっと心にゆと

　　　　　りが持てるような村づくりをしてほし

　　　　　い。ワ雨の降る日に遊ぶところがほし

　　　　　いo

り
高
野

ワ

勝
　
ー

直
美
さ
・
曲
⑬

騨
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お鐡墜鯵
稼ぎ労働者手帳」の交付を受けて、健

康で安心の出来る就労に心がけましょ
う。

　　　　　　　中里村農業委員会
　　　　　　　ハローワーク十日町

～労働保険の加入手続きはお早めに～

　労働保険は労働者が労災事故や失業

したときの労働者の生活保障などとし

て加入が義務づけられています。労働

者を一人以上雇われた事業主は加入手

続きをお願いします。　（パートタイマ

ーも適用されます）

問い合わせ

十日町労働基準監督署（奮52－2079）

ハローワーク十日町（智57－2407）へ

　10月は「高年齢者雇用促進月間」で
す。

60歳は通過点、60歳定年を基盤とした

65歳までの継続雇用の推進を。

　本格的な高齢化社会の到来を迎え、

活力ある地域社会を維持していくため、

60歳以上の定年年齢の引上げの実施、

高年齢労働者の有効活用を図『）ましょ

う。

　　　　　ハローワーク十日町
　　　　　盈57－2407（十日町職安）

　「小規模企業共済制度」は、いわば

国がつくった事業主の退職金制度です。

事業主であるあなたが第一線を退いた

ときなどに、法律で定められた共済金

が支払われます。掛金は全額所得控除

となり、節税をしながら財産づくりの

お役に立ちます。

　この制度の詳しい内容は、商工会に

お問い合わせ下さい。

　最近、自動車の登録手続きの怠り等

から、車に関するトラブル、問い合わ

せ、苦情等が多くなっています。

　登録手続きは、所有者または使用者

にその義務がありますが、手続きが遅

れるとその間に、車の所在がわからな

くなったり、当事者が行方不明になっ

たりして、名義変更、廃車等が非常に

面倒になり、場合によってはできなく

なることもあります。

　また、廃車や譲渡したつもりでいて

も自動車税の納税通知が届いたり、交

通事故や犯罪等で思いもよらぬ事態が

生じたりすることもありますので、登

録手続きは正確に行って下さい。

　あなたの車の自動車検査証があなた

の正しい使用（所有）名義になってい

るか確認して下さい。詳しくは、次の

箇所にお問い合わせ下さい。

　o長岡管轄（長岡ナンバー）

　　長岡自動車検査登録事務所登録課

　　（暦0258－22－1131）

　難網雛璽

　　　　村民芸能祭
　村内の団体や個人が踊り・歌などを

披露します。

場所　村民体育館　時間　1α00～14：00

繍繍鑛一縫圏…・

　　　　中里村芸術祭
　皆さんの作品を募集しています。

募集作品　書道、絵画、版画、陶芸、

　　　　写真、生け花、その他
募集締切　10月31日までに総合センターへ

　廻民轟轟云太会結暴，

　　（9／9　清田山自然運動公園）

　　〈男・子＞　　　　〈女子＞

1位服部恭久（如来寺）村山真美（十日町）

2位樋口賢治（干溝）上原弘子（上山）

3位寺本慎吾（上山）根津恭子（山崎）

欝、

獣（井ノ川編長男）如来寺

蹟金澤叢紀肇長男）田沢

潭（清水季み季長男）山崎

獄（南雲套糸，季二男）堀之内

延（南雲恵嚢子二男）程島

　
美
隆
子

力
　
里
正
博

澤
　
雲

石
　
南

（
　
（

え
恵
　
こ
子

　
　
な
奈

蛸
昌
　
か
加

長女）荒屋

長女）芋川

郷欝難園鱗
　｛　瀧澤貞雄　田　中
　小　川　ゆかり　　十日町市

、

癒
懇
．
鎚
鰯
σも
G℃
鰯
価
鵬

※掲載を希望されない方は届出

　の際に申し出て下さい。

●飲酒運転検挙者数　　　6日

●無免許運転違反者数　　8人

●事故発生件数　　　　　15件

●死亡事故ゼロ　　　　57日
（9月末累計）

歯科診療所の新任先生紹介

　
　
生

蔀
先

謝
刑

　村歯科診療所の三浦先生が任期のため

退められ、後任に萄周権臼から新潟大学

歯学部の刑部先生が赴任されました。

　「患者さんによく説麗し、納得していた

だく治療をしたい。疑問な点は尋ねて下

さい」と、診療万針を語ってくれました。

善意をありがとう
■社会福祉協議会へ

藤田　博（香典返し）500，000円

松崎真道（しん金）　ll，000円
外山龍平（香典返し）　50，000円

十日町市
　丸山工務所（寄附金）1，000，000円

勿
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　平成3年4月、新たに保育所へ入所
を希望される児童の受付を始めます．

受付期間　11月1日休）～15日休）

入所資格　村内に住民登録のある保育

　　　　に欠ける児童。

提出書類　申請書と添付書類は、役場

　　　　住民課、各保育所にありま

　　　　す。
入所選考　保育に欠ける程度の高い児

　　　　童から入所決定をします。

　　　　定員を超えて希望のある場

　　　　合は、その保育所へ入所出

　　　　来ないことがあります。

申し込みは、役場住民課、各保育所へ

．
緬
．

○

o

ク

b

o　、

　年金相談を下記により行います。お

気軽にご利用ください。老令年金の繰

上請求、遺族年金などわからない点が

ありましたら、

日　時　10月26日（金）

　　　10：00～15：00

場所老人福祉センター
相談員　長岡社会保険事務所職員

　　　　　　　11月13日（火）

　　　平成3年3月8日㈲
　　　13：00～15：003日間で1コース

場　所　十日町保健所

対象者　肺気錘、気管支拡張症、気管

　　　支炎などでお困りの方で主治

　　　医の許可のある方。

内　容　医師による話、理学療法士に

　　　　よる呼吸法の指導。

穫廊～ 　

フ
〃

O
　
ソ

　
し
。
ラ
盈

！
ク
　
ス
々

O　
陽
〃
　
蔦

N
…
　
1

　今年の重点テーマは、行政機関や公

共施設における「さわやか行政サービ

ス」についてと、　「老人保健と福祉」

についてです。

日時10月16日（シリ9：30～11：30

場所老人福祉センター
※相談員は山田正平です。

　参加申し込みは、10月24日困までに

十日町保健所・地域保健課　盈57－24

00又は、役場保健課へ御連絡下さい。

∂

《

◎母親学級・錘婦検診

　10月欝日働　上村病院
　母親学級（受付）12：45～13：00

　　　　　（内容）婬娠中の保健

　　　　　　　　赤ちゃんの入浴・衣類

　妊婦検診（受付）13：30～14：00

◎乳幼児検診

　10月12日働　保健センター

　2歳児検診　S，63．4。2～S．63．9．30生

　11月9日働　保健センター
　乳児検診　　H．元．12．1～2．1．31生

　　　　　　H．2．6．1～7．31生

◎献血　10月28日（日）保健センター前

　10：00～12100、13：00～15：00

◎三種混合　第一期・第二期

～百日せき・ジフテリア・破傷風～

　10月17日㈱・10月22日（月）

　総合センター　14：00～15100

◎ポリオ生ワクチン

　10月30鰍幻保健センター14：00～15：00

　十日町保健所では、息切れやたんで

おこまりの方を対象に、呼吸教室を開

催いたします。是非御参加下さい。

日　時　平成2年11月7日㈱

え沈尭・ま

工事中

略

　10月の半ば頃に、農業所得のある世

帯へ耕作状況調査と農業所得申告書が

配布されます。調書、申告書とも今年

の作付け状況を記入のうえ、10月31日

までに税務課に提出してください。尚、

その際、両方とも捺印を忘れないよう

にして下さい。また、調書申告書に打

ち出されている申告者名に変更のあっ

た場合は、正しい申告者名に書きかえ

ておいて下さい。

　標準外控除（機械借入金の利子等

の控除）の場合は、領収書、証明書が

ないと控除は受けられません。　（機械、

自動車等の場合は購入した年だけ領収

書が必要です。）また、10月31日までに

領収書を発行してもらえない場合は、

発行してもらった時点で提出して下さ

いo

　問い合わせは、役場税務課へ

　まもなく出稼ぎの季節です。出稼ぎ

者は年々減少し、高齢化が進んでいま

す。出稼ぎ前に各市町村役場から「出

今月の納税と振替日
　
　

　
　

　
　

　

日
日
日
日

1
　
1
　
5
　
5

つ
り
　
つ
ゆ
　
　
　
　

月
月
月
月

0
　
0
　
0
　
0

1
　

1
　

1
　

1

（
　

（
　

（
　

（

税
税
料
料

　
険
険

民
保
保

　
康
金
育

県
健
年

　
民
民

村
国
国
保

■
　
■
　
■
　
■

工　事　名 場所 工事費 請負業者 完了予定日

村道山崎通り山線改良 山　崎
　万円
280 ㈲広田木材 10月31日

市之越地区かんがい排水 市之越 1，135 大村建設㈱ 1月28日

村道倉下土倉線改良 倉　下 1，910 ㈲星野建設 12月9日

村道荒屋干溝線舗装 荒　屋 350 福田道路㈱ 10月25日

ふるさと創生中里村温泉堀削 宮　中 8，540 ㈱利根ボーリング 2月25日

野菜供給センター建築 新　里 1，600 東　木　材 12月24日

宮中十二下線改良 宮　中 960 石光建設 12月13日

〃 広報1鎚與旧r’
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　　10月11日～11月10日

カレンタ㌧一・

12㈹

古文書教室合総合センター　㊤13：30～
書付教室　合総合センター　019：50～

心配ごと相談日　合老人福祉センター

㊤13：00～16：00

⑭（日）

第1回中里村社会福祉大会合総合センター
010：00～15：15体育協会長杯テニス大会
合清田山自然運動公園　㊤9：00～17：00

小原運動会合村民グランド　Qg：00～15：00

15（月）

書道教室倉総合センター　019：30～
成人学級豊かさとは何か合総合センター
019：30～　愛郷徒ゴルフ教室　合グリーンガー

デン　（919：30～　陶芸教室　合村民体育館

019：30～

19㈹
特設人権相談所合老人福祉センター（910：00
～15：00第8回郡市老人クラブゲートボール大
会　合田沢小グランド㊤9：00～14：15

⑳（日）
健康づくりウォーク　倉保健センター集合
08：00～15：00　郡市社会教育大会　合川西町
（910：00～

22（月）

成人学級豊かさとは何か合総合センター
019：30～1陶芸教室合村民体育館019：30～
身体障害者補聴器巡回相談合老人福祉センター
Ql3：00～14：30　親子で星を見る会　合田沢小

学校㊤19：30～

23（幻
一人暮し老人昼食会合老人福祉センター
㊤10：00～14：00

24㈲
知事とのふれあいトーク合津南町総合センター
013：30～15：30

26㈹
古文書教室合総合センター（913：30～

断酒の集い合十日町保健所013：30～

⑳（日）
健康づくりフェア　合保健センター010：00
～16：00　献血　合保健センター　（1）10：00～

12：00，　13：00～15：00

29（月）
成人学級豊かさとは何か　合総合センター
⊂）19：30～

陶芸教室合村民体育館㊤19130～

30（幻
親子米料理教室　合倉俣生活改善センター
㊤9：00～13：00

③（土）

野球協会長杯少年野球大会　合村民グランド
㊤9：00～　村民芸能祭合村民体育館㊤10：00
～14：00　中里村芸術祭合総合センター
㊤9：00～17：00

④（日）
中里村芸術祭合総合センター㊤9：00～17：00

5（月）
成人学級豊かさとは何か合総合センター
Q19：30～　書道教室　合総合センター

019：30～

　　　講麟蝋號躍
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黙講鰯聖

※変更する場合があります。御用の際は確認を
　　　．．　　　　　　　　おねがいします。

　　　　　　　　　　　纏灘3一・

山田勝幸さん
集落程島

青春しτまず
昭和44年8月29臼生まれ21歳

星座おとめ座
血液型《型
身長、体重　163cm　68kg

仕事は、十日町市にあるノリタ

光学で働いています。趣味は、ド

ライブやスキー、テニスをするこ

と、湯沢や津南の運動公園などで

テニスをやっています。性格は、

まじめでまじめでない。理想の女

性は、明るくて、元気の良い人。、

成人式を終えての抱負は、あまり

人に迷惑をかけないように、助け

てもらったり、助けたりしていき

たい。村への要望は、きれいな公

園を作ってほしい。
ぎ

　⑳津南病院葎5扇綿

　⑳古藤医院葎5謂1
艶

慧⑳帳病院響協1
・⑭大坪医院禅認1
馨・⑭上村病院葎3重2111

獄⑳津南病院葎5謂1

　⑭至誠堂医院禅冨箒1
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9月末現在
（）は前月比　「『

村民憲章　（昭榔0年7月25騨捷〉

4、翻黙を愛し美しい穂をつくり隷す。

耀、健康で働き闘るい村をつくります。

4、愛構を豊か健し懸訪たたかい村をつくります。

り、教養を深め文化のかおり高い繕をつくります。

1、創慧をこらし活力ある慰をつくり蓉嘗。
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のルーツ
●人口男3，387人（＋5）女3，391人（±0）計6，778（＋5）O世帯数1，641（＋1）

縮91


